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 大学の図書館で研究に必要な書籍を探すことを「図書館で本を掘る」と呼んでいる。

専門性の高い文献や論文は地下書庫にあることが多かったし、膨大な資料鉱山のどこに

「お宝」が眠っているか、たとえ事前に目星をつけていたとしても、実際には掘り進め

ないとわからないからである。多くの場合、地下書庫は暗く湿っており、誰もいなくて、

目的の書棚にたどり着くのに迷う。大学院時代の図書館は、小さな書室がつぎはぎでつ

ながっていて、らせん階段や中階（立つのがぎりぎり）の部屋を上がったり下がったり

しながら、書籍番号を頼りに通り抜ける。映画『薔薇の名前』（1986）に出てくるあの迷

路と興奮は（ネタばれになるので詳細は割愛して）、文字通り知のラビリンスにおいて、

忘れ去られた「お宝」を自分だけが発見する冒険なのである（閉館？ぎりぎりまでねば

ってご心配いただくのはショーン・コネリーも私も変わりません…）。 

1999 年のこと、必要なある研究書の 1899 年出版の原書を手に取った。経済思想書だ

ったと記憶する。その書籍には、1939 年の男性の貸し出し記録が書かれていた。100 年

間で、借りたのは私で 2 人目ということになる。60 年前、太平洋戦争直前に、こんなす

ぐには社会に役に立ちそうにない本を借りた人は、何を知りたくてこの本をとったのか。

書籍は生き延び、一方、おそらく大学の大先輩だと思われるその人はどうなったのか。

鉱山洞窟の中で突然、数十年前にそこを通過した探検隊が壁に残した落書きを見つけた

ような、そしてこの書籍に次に誰かが触れるのは 50 年後かもしれないと思うと（書籍保

存の必要性が問われますね）、私はしばし書棚の間の脚立にすわり、この 100 年のリレー

に思いをはせ、当時から続く知の空気を味わってみた（完全に妄想です）。 

今はインターネットの便利な検索システムがあり、論文は自分のパソコンでダウンロ

ードでき、他図書館の書籍も取り寄せればカウンターで簡単に手続きできる。文献探索

にかける時間は格段に減った。本当にありがたい。それでもときどき図書館の地下書庫

に本を掘りに行く。地下は閉鎖的で、古い書籍はざらざらし、湿ったにおいがして、生

きているものの世界ではない。なぜかとてもくたびれる。それでも図書館地下書庫は鉱

山なのだ。目的の書籍を抱えて地上に生還する。そこは明るく、人がいて、もう本当に

閉館です、心配していました、とねぎらってくれ（いつも迷惑をかけてごめんなさい）、

生きた社会につながっている。本当は、選鉱して精錬して、社会に役立つ大論文に磨き

上げられればよいのだけれど、今も掘るばかりで大量のぼた山を積み上げ続けています

…。 

  



＜私のおすすめ本＞ 

（１）ソラリス（ハヤカワ文庫 SF）   スタニスワフ・レム著、沼野充義訳  

早川書房  2015 年 

 

 ポーランドの SF 小説だが、この世界は意識の単なる表層にすぎないのではないかと気

づかされた SF を超えた古典。また神とは実はこのような存在なのかもしれない。筆者が

読んだのは飯田規和訳（1977）版のハヤカワ文庫。また解釈を巡ってレム本人と論争が

あったという 1972 年タルコフスキー監督による映画『惑星ソラリス』もお勧め。読んだ

（観た）後には世界の見え方が変わります。 

 

 

（２）ガンディーの経済学－倫理の復権を目指して  

アジット・K・ダースグプタ著、石井一也監訳[ほか] 

 作品社 2010 年 

 

 インド独立運動の指導者であり、20 世紀を代表する思想家でもあったガンディーを、

インド出身の世界的な厚生経済学者ダースグプタが経済学と倫理学の融合として再構築

しようとした書。ガンディーの社会改革の実践と理想が、経済理論のタームで解釈され

ると同時に、ガンディーが直面した現実と苦悩もあぶりだされる。今も多くの人に尊敬

され続けるガンディーを知ると同時に、経済学の多様性を学ぶ一冊。 

 

 

（３）English Grammar in Use (4th ed.)   Raymond Murphy 

 Cambridge, 2012 年 

 

突然、実用書もお勧めします。英語力を向上させたい学生、数年ぶりに英語の勉強を

再開したいという大人の方にもご紹介したい普遍的文法書。平易な英語で書かれ、145

項が 2 ページ見開きで展開される。現在形と過去形（Present and past）から始まって

長い先行きが不安になるが、各ページには新しい発見と必要不可欠な確認事項が満載。

こういうことだったのか、こんなことも知らずに使っていたのかという目からウロコだ

けでなく、実際にすぐ使ってみたくなる実用性も完備。なぜもっと早く手に取らなかっ

たかな…。 

 


